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7月15日から10日間、日蘭中学生交流事業が行わ

れました。町内のホストファミリーの家にホームス

テイをし、小中学校での交流会など様々なプログラ

ムを通して、互いの友情を深めあい、日本とオラン

ダにまた新しい家族が増えました。

すてきな夏を運んできたオランダの友達



町
の
第
３
次
総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画
が
始
ま
り
ま
し
た
。

後
期
基
本
計
画
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
す
も
の
で
平
成
15
年

度
か
ら
平
成
19
年
度
ま
で
の
５
か
年
の
計
画
で
す
。

こ
の
計
画
で
は
、
基
本
構
想
に
お
け
る
町
の
将
来
像
や
施
策
の
大
綱
に

つ
い
て
は
踏
襲
し
な
が
ら
も
、
前
期
基
本
計
画
（
平
成
10
年
度
〜
14
年
度
）

の
見
直
し
を
行
い
、
施
策
の
継
承
、
改
正
、
新
設
な
ど
、
目
標
年
度
に
向

け
て
実
施
す
べ
き
施
策
を
体
系
的
に
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
経
済
の
大
変
革
期
に
あ
る
現
在
、
本
町
で
は
、
理
想
と
す

る
都
市
の
実
現
を
見
据
え
、
実
効
力
の
あ
る
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
の
で

そ
の
施
策
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

第
３
次
総
合
計
画
の

後
期
基
本
計
画

ス
タ
ー
ト
！

水
と
緑
の
快
適
空
間
を
め
ざ
し
て
（
都
市
基
盤
）

１
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■
土
地
利
用

○
均
衡
の
と
れ
た
土
地
利
用
を
計

画
的
に
推
進
し
ま
す
。

○
良
好
な
農
業
生
産
基
盤
の
保
全

や
緑
化
・
防
災
の
場
と
し
て
の

活
用
な
ど
を
基
本
と
し
た
土
地

利
用
を
検
討
し
ま
す
。

○
用
途
指
定
地
域
の
見
直
し
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
用
途
無
指
定

地
域
の
建
ぺ
い
率
、
容
積
率
に

つ
い
て
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

○
吉
田
ぼ
た
山
跡
地
の
活
用
計
画

を
策
定
し
、
計
画
的
に
整
備
を

進
め
ま
す
。

○
住
民
主
導
に
よ
る
地
区
計
画
の

策
定
を
支
援
し
ま
す
。

■
都
市
空
間
の
形
成

○
効
率
的
な
市
街
地
整
備
を
進
め

て
い
く
と
と
も
に
、
引
き
続
き

計
画
的
な
プ
ラ
ン
の
推
進
に
努

め
ま
す
。

○
Ｊ
Ｒ
水
巻
駅
を
交
通
手
段
の
拠

点
と
し
、
だ
れ
も
が
利
用
し
や

す
い
駅
を
目
指
し
て
整
備
を
進

め
ま
す
。

○
南
部
地
域
の
拠
点
市
街
地
と
し

て
の
機
能
が
強
化
さ
れ
る
よ
う
、

Ｊ
Ｒ
東
水
巻
駅
周
辺
の
整
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

■
交
通
体
系

○
「
水
巻
町
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
き
幹
線
道
路
の
整

備
を
行
い
ま
す
。

○
住
民
の
要
望
な
ど
を
考
慮
し
て

計
画
的
に
生
活
道
路
の
整
備
・

改
善
を
行
い
ま
す
。

○
す
べ
て
の
住
民
が
利
用
し
や
す

い
道
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

○
既
存
の
橋
の
補
強
、
新
た
な
橋

の
設
置
に
向
け
た
協
議
を
行
い

ま
す
。

○
住
民
、
事
業
所
の
連
携
の
も
と

に
交
通
安
全
推
進
体
制
の
確
立

に
努
め
ま
す
。

○
危
険
度
、
必
要
度
に
応
じ
て
交

通
安
全
施
設
な
ど
の
設
置
を
進

め
ま
す
。

○
継
続
的
か
つ
積
極
的
な
交
通
安

全
教
育
を
行
い
、
意
識
啓
発
に

努
め
ま
す
。

○
Ｊ
Ｒ
水
巻
駅
周
辺
の
交
通
渋
滞

対
策
な
ど
、
Ｊ
Ｒ
の
利
便
性
向

上
に
努
め
ま
す
。

○
南
北
縦
断
バ
ス
路
線
の
開
設
や

利
用
し
や
す
い
福
祉
バ
ス
の
運

営
に
努
め
ま
す
。

■
自
然
環
境

○
人
々
の
憩
い
と
癒い

や

し
の
空
間
と

な
る
よ
う
水
辺
を
生
か
し
た
河

川
整
備
を
進
め
ま
す
。

○
中
央
緑
地
帯
を
構
成
す
る
明
神

ヶ
辻
山
、
豊
前
坊
山
、
多
賀
山

の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し

た
有
機
的
な
活
用
を
図
り
ま
す
。

○
公
園
の
効
率
的
な
維
持
管
理
を

目
指
す
と
と
も
に
、
住
民
に
利

用
し
や
す
く
、
親
し
み
や
す
い

公
園
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

○
「
緑
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
、
全
町
の
緑
化
を
推
進

し
ま
す
。

○
全
町
的
、
計
画
的
な
環
境
保
全

へ
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

■
景
観
形
成

○
水
巻
ら
し
い
景
観
形
成
を
計
画

的
に
推
進
し
ま
す
。

○
住
民
主
体
の
取
り
組
み
に
対
し

て
積
極
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
今
後
も
地
域
イ
メ
ー
ジ
の
確
立

を
進
め
て
い
き
ま
す
。



ゆ
と
り
と
安
心
、
住
み
よ
い
環
境
を
め
ざ
し
て
（
生
活
環
境
）

２
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■
農
業

○
後
継
者
確
保
の
た
め
に
も
、
若

者
が
魅
力
を
感
じ
る
農
業
経
営

の
あ
り
方
を
検
討
し
、
町
の
農

業
振
興
の
中
核
と
な
る
人
材
を

育
成
し
ま
す
。

○
販
売
力
の
あ
る
農
産
物
の
生
産
と

経
営
体
質
の
改
善
を
支
援
し
ま
す
。

○
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
付
加
価
値

の
高
い
農
産
品
づ
く
り
な
ど
収

益
性
の
高
い
農
業
運
営
体
制
の

確
立
を
図
り
、
新
た
な
農
業
の

展
開
を
促
進
し
ま
す
。

○
子
ど
も
た
ち
に
地
域
農
業
を
知

っ
て
も
ら
う
た
め
、
体
験
農
業

の
実
施
な
ど
学
校
と
地
域
が
連

携
し
た
取
り
組
み
を
勧
め
ま
す
。

■
商
業

○
町
の
中
心
市
街
地
の
再
活
性
化

を
推
進
す
る
た
め
、「
中
心
市
街

地
活
性
化
基
本
計
画
（
仮
称
）

を
策
定
し
ま
す
。

○
既
存
商
店
街
の
活
性
化
を
促
進

す
る
た
め
、
様
々
な
支
援
を
行

い
ま
す
。

○
新
た
な
商
業
集
積
地
の
可
能
性

に
つ
い
て
調
査
・
研
究
し
、
商

業
集
積
地
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

■
工
業

○
工
場
団
地
に
つ
い
て
、
住
環
境

を
阻
害
し
な
い
企
業
誘
致
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

○
産
業
の
活
性
化
を
目
的
に
広
域

的
連
携
の
も
と
産
業
施
設
の
再

配
置
を
推
進
し
ま
す
。

○
工
場
へ
の
緑
化
推
進
を
支
援
し
、

周
辺
環
境
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
配

慮
し
た
環
境
整
備
と
ク
リ
ー
ン

な
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■
産
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

○
異
業
種
間
交
流
を
通
し
て
新
た

な
産
業
や
産
品
の
掘
り
起
こ
し

を
図
り
ま
す
。

○
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
特
産

品
の
開
発
を
目
指
し
、
様
々
な

支
援
を
行
い
ま
す
。

○
他
市
町
村
や
住
民
と
の
交
流
を

促
進
し
、
新
た
な
産
業
起
こ
し

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
支

援
し
ま
す
。

○
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
自
主

運
営
体
制
の
確
立
に
向
け
た
支

援
を
行
い
ま
す
。

○
関
係
機
関
と
連
携
し
地
元
特
産

品
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

創
造
と
活
力
、
躍
進
す
る
地
域
経
済
を
め
ざ
し
て
（
産
業
）

３
■
住
宅

○
計
画
的
に
快
適
で
住
み
良
い
住

環
境
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

○
町
営
住
宅
の
管
理
戸
数
の
適
正

化
、
福
祉
向
け
住
宅
へ
の
整
備

を
図
り
ま
す
。

○
地
域
環
境
、
景
観
形
成
の
整
っ

た
住
み
良
い
宅
地
整
備
を
進
め

ま
す
。

■
美
化
活
動
の
推
進

○
環
境
保
全
に
対
す
る
意
識
づ
け

を
強
化
し
、
全
町
が
一
体
と
な

っ
た
運
動
を
推
進
し
ま
す
。

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
支
援
の

強
化
や
人
材
の
確
保
に
努
め
、

環
境
美
化
活
動
の
活
性
化
を
促

進
し
ま
す
。

○
環
境
美
化
へ
の
意
識
づ
く
り
、

啓
発
を
推
進
し
ま
す
。

○
美
化
活
動
モ
デ
ル
地
区
を
指
定

し
、
地
域
活
動
の
活
性
化
を
図

り
ま
す
。

■
ご
み
処
理

○
ご
み
処
理
に
お
け
る
環
境
対
策

と
ご
み
の
減
量
化
に
取
り
組
み

ま
す
。

○
分
別
収
集
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
促

進
を
図
り
ま
す
。

■
上
下
水
道

○
水
道
料
金
の
安
定
化
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

○
水
道
企
業
の
よ
り
健
全
な
事
業

運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
引
き
続
き
漏
水
防
止
に
努
め
ま

す
。

○
災
害
に
強
い
水
道
整
備
に
努
め

ま
す
。

○
公
共
下
水
道
の
早
期
実
現
に
向

け
て
、
財
源
確
保
と
コ
ス
ト
削

減
に
努
め
ま
す
。

○
引
き
続
き
合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
を
推
進
し
ま
す
。

○
下
水
道
事
業
推
進
に
あ
た
っ
て

の
意
識
啓
発
を
行
い
ま
す
。

■
安
全
対
策

○
消
防
組
織
体
制
の
強
化
、
消
防

水
利
の
充
実
、
消
防
設
備
の
整

備
、
防
火
の
推
進
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

○
救
急
救
助
体
制
の
充
実
に
努
め

ま
す
。

○
防
犯
体
制
の
充
実
や
防
犯
灯
の

整
備
を
行
い
ま
す
。

○
地
域
防
災
計
画
の
充
実
、
防
災

施
設
や
防
災
連
絡
網
の
整
備
、

防
災
意
識
の
高
揚
、
治
山
・
治

水
事
業
の
推
進
と
災
害
危
険
箇

所
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

○
環
境
汚
染
防
止
対
策
の
強
化
、

鉱
害
及
び
動
物
公
害
、
航
空
機

騒
音
へ
の
対
応
に
努
め
ま
す
。

■
消
費
者
生
活

○
消
費
者
の
生
活
相
談
体
制
の
充

実
を
図
り
、
消
費
生
活
に
関
す

る
正
し
い
知
識
の
啓
発
や
情
報

提
供
を
行
い
ま
す
。

○
よ
り
効
果
的
な
消
費
者
保
護
対

策
に
努
め
ま
す
。

○
環
境
に
関
す
る
消
費
者
意
識
の

高
揚
を
図
り
ま
す
。



■
保
健
・
福
祉

○
地
域
福
祉
の
推
進
体
制
の
強
化
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
確
立
、

す
べ
て
の
人
が
と
も
に
暮
ら
せ

る
環
境
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り

の
推
進
、「
い
き
い
き
ほ
ー
る
」

の
活
用
、
健
康
診
査
の
充
実
、

保
健
・
福
祉
・
医
療
の
総
合
的

な
推
進
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

○
計
画
的
な
保
健
福
祉
施
策
の
推

進
、
保
育
施
設
の
整
備
、
保
育

内
容
の
充
実
、
母
子
保
健
知
識

の
普
及
、
乳
幼
児
健
康
診
査
の

充
実
、
地
域
の
子
育
て
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
、
児
童
虐
待
防

止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
な
ど

を
行
い
ま
す
。

○
母
子
・
父
子
家
庭
の
生
活
援
護

と
自
立
支
援
、
相
談
指
導
体
制

の
充
実
、
母
子
寮
の
運
営
の
改

善
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

○
高
齢
者
保
健
福
祉
の
総
合
的
な

推
進
、
介
護
保
険
制
度
へ
の
対

応
、
生
き
が
い
づ
く
り
、
在
宅

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
へ
の
対
応
な

ど
に
向
け
た
施
策
を
展
開
し
ま

す
。

○
障
害
者
保
健
福
祉
の
総
合
的
な

推
進
、
在
宅
福
祉
の
充
実
、
就

業
機
会
の
拡
大
、
障
害
者
へ
の

理
解
を
深
め
る
た
め
の
取
り
組

み
、
障
害
児
教
育
の
充
実
、
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
の
振
興
、

保
健
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
広
域

的
事
業
の
推
進
な
ど
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

■
地
域
医
療

○
関
係
機
関
と
の
連
携
に
基
づ
く

地
域
医
療
体
制
の
充
実
、
救
急

医
療
体
制
の
強
化
、
か
か
り
つ

け
医
な
ど
の
推
進
な
ど
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

ほ
っ
と
一
息
つ
け
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
（
健
康
福
祉
）

明
日
を
育は

ぐ
く

む
生
涯
学
習
を
め
ざ
し
て
（
教
育
文
化
）

■
子
ど
も
教
育

○
家
庭
、
地
域
、
保
育
所
、
幼
稚

園
な
ど
が
一
体
と
な
っ
た
教
育

体
制
づ
く
り
な
ど
、
教
育
内
容

の
充
実
や
子
ど
も
の
成
長
段
階

に
応
じ
た
様
々
な
取
り
組
み
が

行
え
る
教
育
の
環
境
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。

○
教
育
内
容
の
充
実
と
向
上
、
地

域
に
開
か
れ
た
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
の
推
進
、
教
育
環
境
の

整
備
や
向
上
、
教
職
員
の
資
質

の
向
上
、
学
校
施
設
の
有
効
活

用
、
子
ど
も
の
人
権
尊
重
に
向

け
た
環
境
づ
く
り
、
安
全
な
通

学
環
境
の
確
保
な
ど
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

○
親
子
の
ふ
れ
あ
い
に
関
す
る
事

業
の
充
実
と
発
展
、
機
会
づ
く

り
、
家
庭
に
対
す
る
相
談
支
援

体
制
の
充
実
な
ど
に
努
め
ま
す
。

■
青
少
年
の
健
全
育
成

○
青
少
年
の
育
成
強
化
の
た
め
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
が
実
施

し
て
い
る
地
域
活
動
へ
の
参
加

を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

○
子
ど
も
会
活
動
の
場
の
充
実
、

活
動
に
対
す
る
指
導
、
助
言
な

ど
に
努
め
ま
す
。

○
地
域
ぐ
る
み
で
青
少
年
育
成
を

行
う
た
め
の
体
制
づ
く
り
や
青

少
年
の
育
成
に
関
す
る
相
談
、

指
導
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

○
青
少
年
の
活
動
の
場
と
し
て
公

共
施
設
な
ど
の
有
効
利
用
な
ど

を
図
り
ま
す
。

○
青
少
年
の
非
行
を
防
止
す
る
地

域
環
境
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

■
地
域
学
習

○
関
係
機
関
と
連
携
し
、
人
材
派

遣
や
出
前
講
座
を
開
催
す
る
な

ど
、
公
民
館
活
動
の
活
性
化
に

努
め
ま
す
。

○
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
の

推
進
と
学
習
支
援
登
録
者
の
活

動
の
機
会
を
確
保
し
て
い
き
ま

す
。

○
生
涯
学
習
ゾ
ー
ン
で
の
取
り
組

み
を
推
進
す
る
と
と
も
に
自
発

的
な
地
域
学
習
の
場
の
形
成
を

支
援
し
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

○
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
底
辺
拡
大
と

住
民
が
家
族
と
と
も
に
参
加
で

き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

４５
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み
ん
な
で
計
画
を
推
進
す
る
た
め
に
（
行
財
政
）

■
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

○
対
象
に
配
慮
し
た
啓
発
を
行
い
、

意
識
改
革
を
促
進
し
ま
す
。

○
性
別
に
よ
り
差
別
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
共
同

参
画
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
を

行
い
ま
す
。

○
「
水
巻
町
男
女
共
同
参
画
計
画
」

を
策
定
し
、
男
女
が
共
に
活
躍

し
、
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合

う
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
を
推
進
し
ま
す
。

■
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
強
化

○
自
治
会
と
協
力
し
、
地
域
の
連

帯
感
を
育
て
る
た
め
の
取
り
組

み
を
行
い
ま
す
。

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
を
支
援

し
、
地
域
活
動
の
活
性
化
を
促

進
し
ま
す
。

■
住
民
参
加

○
住
民
の
自
治
意
識
、
ま
ち
づ
く

り
へ
の
参
加
意
識
の
高
揚
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

○
子
ど
も
か
ら
老
人
ま
で
の
す
べ

て
の
住
民
が
ま
ち
づ
く
り
の
主

役
と
し
て
い
き
い
き
と
活
動
で

き
る
よ
う
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
、
住
民
参
加
の
機
会

を
拡
充
し
て
い
き
ま
す
。

■
広
報
・
広
聴

○
「
広
報
み
ず
ま
き
」
の
紙
面
の

充
実
と
住
民
参
加
の
環
境
づ
く

り
を
行
い
ま
す
。

○
新
聞
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
、

多
様
な
広
報
媒
体
を
活
用
し
た

幅
広
い
広
報
活
動
に
努
め
ま
す
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
電
子
メ
ー
ル

を
活
用
し
、
広
聴
業
務
の
拡
大

を
図
り
ま
す
。

○
情
報
の
提
供
と
公
開
を
積
極
的

に
推
進
し
ま
す
。

■
行
財
政
の
効
率
的
な
運
営

○
行
政
組
織
の
整
備
改
善
を
図
り
、

効
率
的
な
行
政
運
営
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

○
行
政
情
報
を
電
子
化
す
る
た
め

の
基
盤
を
整
備
し
、
迅
速
で
正

確
な
行
政
事
務
を
推
進
し
ま
す
。

○
地
方
分
権
に
対
応
し
た
政
策
形

成
能
力
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
適
切

に
対
応
で
き
る
職
員
の
育
成
に

努
め
ま
す
。

○
財
源
確
保
へ
の
取
り
組
み
、
事

業
の
重
要
度
・
緊
急
性
・
効
率

性
な
ど
を
考
慮
し
た
計
画
的
な

財
政
運
営
、
納
税
に
対
す
る
意

識
の
高
揚
に
努
め
ま
す
。

■
広
域
行
政

○
圏
域
市
町
と
の
連
携
と
「
第
４

次
北
九
州
都
市
圏
広
域
行
政
計

画
」
に
基
づ
い
た
施
策
の
展
開

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

○
遠
賀
・
中
間
地
域
広
域
行
政
事

務
組
合
と
構
成
市
町
と
が
連
携

し
、
よ
り
一
層
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

○
広
域
的
に
施
設
が
利
用
で
き
る

よ
う
、
関
係
市
町
と
協
議
を
進

め
、
利
用
促
進
に
努
め
ま
す
。

○
住
民
の
意
思
を
尊
重
し
な
が
ら
、

合
併
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

○
各
種
団
体
へ
の
支
援
充
実
に
努

め
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
の
振
興
を
図
り
ま

す
。

○
指
導
員
の
資
質
、
技
術
の
向
上

を
図
り
、
若
い
指
導
員
の
養
成

に
努
め
ま
す
。

○
施
設
の
効
率
的
な
維
持
・
管
理

を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

安
全
で
利
用
し
や
す
い
施
設
運

営
に
努
め
ま
す
。

○
学
校
体
育
施
設
の
開
放
を
積
極

的
に
進
め
、
多
く
の
人
が
利
用

で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

■
文
化

○
生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
室
が

総
合
的
な
学
習
の
拠
点
と
な
る

よ
う
に
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

○
広
域
的
な
人
材
の
相
互
活
用
に

つ
い
て
の
検
討
や
生
涯
学
習
推

進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
制
度
の

拡
充
を
行
い
ま
す
。

○
図
書
館
・
歴
史
資
料
館
の
管
理

運
営
の
効
率
化
な
ど
を
図
り
ま

す
。

○
文
化
財
及
び
文
化
資
源
の
保

存
・
活
用
、
炭
鉱
関
連
資
料
の

整
理
・
保
存
に
努
め
ま
す
。

■
人
権

○
講
演
会
な
ど
へ
の
参
加
を
呼
び

か
け
る
な
ど
、
人
権
意
識
の
高

揚
を
図
り
ま
す
。

○
人
権
に
関
す
る
学
習
機
会
の
拡

充
を
行
う
な
ど
、
人
権
教
育
を

生
涯
学
習
と
し
て
推
進
し
ま
す
。

■
平
和
と
交
流

○
平
和
思
想
を
育
む
た
め
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

○
オ
ラ
ン
ダ
を
は
じ
め
と
す
る
諸

外
国
と
の
交
流
や
国
際
交
流
協

会
の
設
立
を
促
進
し
ま
す
。

○
コ
ス
モ
ス
を
地
域
資
源
と
し
て

地
域
間
交
流
を
促
進
し
、
町
の

活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

６
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■
第
３
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
は
、
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
や
図
書
館
で
ご

覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

役
場
企
画
係

1
２
０
１
局
４
３
２
１
番

こ
の
計
画
は
、
町
民
の

皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
関
係

機
関
、
団
体
、
企
業
な
ど

の
理
解
と
協
力
を
得
て
、

は
じ
め
て
実
現
さ
れ
る
も

の
で
す
。

計
画
を
も
と
に
町
に
関

わ
る
す
べ
て
の
人
が
、
お

互
い
の
役
割
を
認
識
し
、

協
力
し
合
い
、「
理
想
の

ま
ち
」
を
育
て
て
い
き
ま

し
ょ
う
。



歴史資料館企画展「ちょっと昔の暮らし
と道具たち」に関連して７月24日に、昔
のおもちゃづくり「風車とわりばし鉄砲づ
くり」が開かれました。
参加した小学生32人のほとんどが初め

ての体験です。講師の手元をじっと見なが
ら一生懸命作っていました。わりばし鉄砲
が出来上がると早速、輪ゴムを飛ばして遊
び始めます。的をねらう子どもの顔は真剣
そのもので、的に当たると自分が作ったわ
りばし鉄砲に大満足のようでした。
いろいろな風車を作った宮崎梓さん（
小４年）は「簡単にできて楽しかった」と
うれしそうに話してくれました。みなさん、
自分でつくったおもちゃ大切にしてくださ
いね。

７月22日、中央公民館で、ミュージカル「オズの魔法使
い」が公演されました。夏休みともあって、会場は元気な
子どもたちでうまりました。
物語は、少女ドロシーが不思議な「オズの国」に迷い込

むところから始まります。仲間たちと願いをかなえるため
「エメラルドの都」目指しますが、旅の途中で出くわす
様々なアクシデントに会場の子どもたちもハラハラドキド
キ。不思議な夢の世界のあっという間の２時間でした。
参加した子どもたちは、その夜、夢の中でドロシーたち

に会えたかもしれませんね。

あなたの周りの出来事や
身近な話題をお待ちしています の

わたいちま Town's Topics

ね
ら
い
を
さ
だ
め
て昔

の
お
も
ち
ゃ
づ
く
り

７月11日、子育て支援センターで親子で遊ぼ
うが開かれ、30組の親子が参加しました。今回
は、身近にあるもので作るリサイクルおもちゃ。
牛乳パックやフィルムケースを使って「カタカ
タ」を作りました。
保護者たちが準備された材料を組み立て始め

ると、子どもたちは一緒に手伝ったり、邪魔を
したり。子どもたちには、組み立てている途中
でさえも、楽しいおもちゃになっているようで
した。家では、何がおもちゃに変身しているの
かな。

何でもおもちゃ！
親子で遊ぼう

不思議な世界へようこそ
ミュージカルオズの魔法使い
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テ
ン
ト
ウ
ム
シ
が
い
っ
ぱ
い

折
り
紙
教
室

７月20日、図書館で、折り紙ボランティアの「折り紙教室」
が開催され、約20人が集まりました
参加者たちに赤と緑の折り紙が配られ、テントウムシの壁

飾りを作ります。折り紙が好きな人たちばかりということも
あり、あっという間に出来上がりました。みんなが折ったテ
ントウムシは、少しずつ形や飾りが違います。世界に一つの
素敵な作品になりましたね。

７月５日、水巻吉田保育園で恒例の
「みそづくり」が開かれました。手作りみ
そのおいしさは、とても好評で、毎年参
加者が増えています。

手遊び感覚で料理
夏休み親子料理教室

7 '広報みずまき 2003.8.10

親子で料理を学びながらふれあいを深めてもらおうと、７
月22日、いきいきほーるで親子料理教室が開かれました。食
生活改善推進会の人たちの指導のもと、サモサという洋風ギ
ョーザやツナずし、デザートなど、本格的な料理に挑戦しま
した。
初めて参加した山本航くん（吉田小４年）は、「ギョーザと

あんみつは、もう一人で作れますよ。まかせておいて」と自
信満々。楽しい夏休みの思い出ができましたね。

７月14日、いきいきほーるでちびっこ
ひろばが開かれました。「子どもたちの遊
び場にいきいきほーるを開放してほしい」
というお母さんたちの声が形となり、集
まった人たちはとても喜んでいました。

７月21日、南部公民館サンド広場で小
学生サンドバレーボールフェスタが開か
れ、熱戦が繰り広げられました。
※結果は11ページに掲載しています。

７月10日、中
央公民館で「同

和問題啓発強調月間の集いが行われまし
た。参加した人たちは、講演を熱心に聞
きながら差別問題をもう一度見つめ直し
ていたようです。

住みよい
地域社会づくりを
めざして

お
い
し
く
な
ぁ
ー
れ

お
い
し
く
な
ぁ
ー
れ



「
要
約
筆
記
」、
こ
ん
な
言
葉

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

聴
覚
障
害
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
は
、
手
話
が

一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

事
故
・
病
気
・
高
齢
な
ど
の
理
由

で
人
生
の
途
中
で
聞
こ
え
な
く
な

っ
た
難
聴
者
・
中
途
失
聴
者
に
と

っ
て
は
手
話
を
覚
え
る
の
は
困
難

を
伴
い
ま
す
。
こ
の
難
聴
者
・
中

途
失
聴
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
手
段
と
し
て
生
ま
れ
た
の
が

「
要
約
筆
記
」
で
す
。

「
要
約
筆
記
」
は
、
講
演
や
会

議
の
内
容
を
す
ば
や
く
ま
と
め

て
、
ノ
ー
ト
な
ど
に
書
き
取
り
、

聞
こ
え
に
く
い
人
へ
情
報
を
伝
え

る
も
の
で
す
。

集
会
な
ど
多
人
数
集
ま
っ
た
会

場
で
は
、
Ｏ
Ｈ
Ｐ
（
オ
ー
バ
ー
・

ヘ
ッ
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
）
な

ど
を
使
っ
て
、
書
い
た
文
字
を
ス

ク
リ
ー
ン
に
映
写
し
て
、
ど
こ
か

ら
で
も
、
だ
れ
で
も
読
め
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
要
約
筆
記
者
と
し

て
認
定
さ
れ
、
各
地
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

「
聞
こ
え
な
い
け
ど
手
話
が
わ

か
ら
な
い
。
だ
か
ら
社
会
に
出
ら

れ
な
い
。」
そ
ん
な
心
配
は
し
な

い
で
私
た
ち
に
気
軽
に
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。
時
間
の
許
す
か
ぎ

り
お
手
伝
い
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

はじめまして。ボクの名前はアンディーです。
人なつっこく、無駄ぼえせず、毛が抜けないと
ころが、ボクの良い点かなぁー。
いつもチャイムが鳴ると家族のだれよりも先

にお客様を出迎え、足下にキスの嵐で歓迎する
んだよ。だけどこの後、ママに怒られ、ハウス
行きなんだ。でも日ごろは静かで座布団の上で
ゴロ寝だよ。最近、大好きなアキ姉ちゃんがお
嫁に行き、寂しい日々なのさ

ペット紹介コーナー 35

●名前
アンディー
●種類
シーズ
●年齢･性別
３歳・オス
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レ
シ
ピ

①牛肉は食べやすい大きさに切る。
ごぼうは笹がきにして水にさら
し、水けをきる。
②みょうがは薄切り、しそはせん
切りにしてそれぞれ水にさらし、
水けをきる。
③たっぷりの熱湯に肉を入れ、さ
っと湯がいてアクを除く。
④なべに酒を煮立て、しょうゆを
加えて肉を入れ、中火で2～3分
煮る。ごぼう、実ざんしょう、
水を加え、ふたをして弱火でご
ぼうがやわらかくなるまで煮る。
⑤器に盛り、しそを天盛りにして
みょうがを添える。

vol.3
5 本当は教えたくない

レ
シ
ピ

牛牛肉肉とと新新ごごぼぼううののささっっとと煮煮

作り方

料理一口メモ

材料・２人分
牛ロース薄切り肉

150グラム
ごぼう 150グラム
実ざんしょう 小さじ2
酒 1/3カップ
うす口しょうゆ 大さじ2
水 1/2カップ
みょうが 2個
青じそ 10枚

地
域
の
出
来
事
や
サ
ー
ク
ル
・
講
座

の
お
誘
い
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
、

イ
ラ
ス
ト
、
広
報
へ
の
ご
意
見
・
ご
感

想
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お
便
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
・
役
場
広
報
広
聴
係
1

２
０
１
局
４
３
２
１
番
へ

読者の皆さんが
つくるページです

ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が

ら
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操

作
な
ど
を
学
び
ま
す
。

●
と

き

▽
水
曜
コ
ー
ス

９
月
３
日
〜
24
日

ま
で
の
毎
週
水
曜
日

▽
金
曜
コ
ー
ス

９
月
５
日
〜
26
日

ま
で
の
毎
週
金
曜
日

※
時
間
は
午
後
７
時
〜
９
時

●
と
こ
ろ

い
き
い
き
ほ
ー
る

●
定

員

15
人

●
テ
キ
ス
ト
代

二
千
円

●
申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
希
望
コ
ー
ス
、

パ
ソ
コ
ン
の
種
類
（
ノ
ー
ト
か
デ
ス
ク

ト
ッ
プ
）
を
記
入
し
て
、
８
月
25
日

（
月
）
ま
で
に
〒
八
〇
七
｜
〇
〇
二
五
水

巻
町
頃
末
南
３
｜
11
｜
１
い
き
い

き
ほ
ー
る
パ
ソ
コ
ン
講
座
係
へ

●
問
い
合
わ
せ

い
き
い
き
ほ
ー
る

運
営
委
員
会
（
塩
田
）
1
２
０
２

局
８
２
６
９
番

さんしょうの風味が食欲をそそりま
す。肉料理で夏をのりきりましょう。
１人分：291キロカロリー、塩分1.9グラム

要
約
筆
記
「
あ
じ
さ
い
の
会
」
が
誕
生
し
ま
し
た

おいしいおかずおいしいおかず



これからは、男性
でも簡単な料理づく
り必要です。管理栄
養士の指導のもと、
栄養バランスとれた
とおいしい料理づく
りを楽しんでいます。

待望の新しいユニフォーム（帽子と工プロン）を
着用し、料理づくり、健康づくり、友達づくりなど
の仲間に入って、一緒にクッキングしませんか。
●例 会 毎月第３火曜日 午前10時～午後１時
●会 費 月1,000円（入会金不要）
※ただし、初回のみ調味料代として1,000円
●ところ いきいきほーる
●問い合わせ 草野1201－2024

1986年に起こったチェルノブイリ原発事故で、最
も被害を受けたベラルーシ共和国の被災者支援をし
ているＮＧＯです。被災者を支えるために、日本・
ベラルーシ合同の医療検診の実施、医薬品・医療機
器支援のほか、人材育成などを行っています。また、
被災者たちが働く福祉工房『のぞみ21』の手工芸品
を日本で紹介・販売することにより、被災者たちの
自立を支えています。
事務局では随時ボランティアを募集しています。

仕事の内容は、簡単なパソコン入力や募金箱作り、
発送作業や各イベント（チャリティーコンサート、
フリーマーケットなど）のお手伝いです。関心のあ
る人は、一度お気軽にご連絡ください。平日、午前
９時～午後５時であれば、いつでも結構です。
●連絡先 チェルノブイリ支援運動・九州
下二西３－７－16!ウインドファーム内
1・6203－5282
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事
業
経
営
者
に
必
要
な
基
礎
知

識
や
開
業
時
の
具
体
的
な
事
業
計

画
・
資
金
調
達
の
立
て
方
な
ど
を

身
に
つ
け
て
も
ら
う
た
め
「
創
業

塾
」
を
開
講
し
ま
す
。

●
と

き

８
月
24
日
（
日
）、
31

（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

●
と
こ
ろ

岡
垣
町
商
工
会

●
対

象

新
規
に
事
業
を
起
こ

し
た
い
人
、
開
業
し
て
間
も
な

い
人
（
全
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
受

講
で
き
る
人
に
限
り
ま
す
）

●
受
講
料

無
料

●
定

員

40
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
）

●
問
い
合
わ
せ

水
巻
町
商
工
会

1
２
０
１
局
７
５
５
１
番

元
気
と
知
恵
が
出
る
話
が
い
っ
ぱ
い

開
業
応
援
セ
ミ
ナ
ー

西
日
本
新
聞
社
は
、
結
婚
50
周

年
を
迎
え
る
金
婚
夫
婦
を
祝
福
表

彰
し
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
記

念
品
の
贈
呈
の
ほ
か
、
記
念
写
真

を
撮
影
し
ま
す
。

●
対

象

昭
和
28
年
に
結
婚
し

た
夫
婦
で
県
内
在
住
、
同
居
の

人
（
証
明
書
の
提
出
は
不
要
）

※
昭
和
27
年
以
前
に
結
婚
し
て
ま

だ
、
参
加
し
て
い
な
い
人
も
可
。

●
と

き

10
月
12
日
（
日
）
午

後
２
時
〜

●
と
こ
ろ

小
倉
市
民
会
館

●
申
込
締
切

８
月
29
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ

西
日
本
新
聞
金

婚
夫
婦
表
彰
式
事
務
局
1
（
０

９
２
）
７
１
１
局
５
１
１
３
番

祝
結
婚
50
周
年

金
婚
夫
婦
を
表
彰
し
ま
す

お
盆
と
運
動
会
の
練
習
の
た
め

次
の
期
間
は
休
み
ま
す
。

●
休
み
の
期
間

▽
８
月
13
日
（
水
）
〜
15
日
（
金
）

▽
９
月
２
日
（
火
）
〜
12
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ

水
巻
吉
田
保
育

園
1
２
０
２
局
７
１
９
３
番

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
﹇
ゆ
め
ら
ん
ど
」

お
休
み
の
お
知
ら
せ

①水巻町 ②芦屋町 ③岡垣町 ④若松区

○ハガキにクイズの答えと住所、氏名、年齢
を書いて、８月25日までに〒807―8501
（住所不要）水巻町役場広報広聴係へ送
ってください。
☆正解者の中から抽選で３人に500円分の
図書券をプレゼントします。

広報
クイズ
●この写真の場所はどこにあるの●

答え ②芦屋町
●応募総数 25
●正解総数 25

当選者〈敬称略〉
s樺嶋めぐみ（梅ノ木団地）
s大森 茂（伊左座）
s水上涼夏（中央）

芦屋町にあるレジャープール
アクアシアン。全長120ｍの
ウォータースライダーは子ど
もたちに大人気。隣接する海
水浴場とも行き来ができるの
で、プールも海も楽しめます。

7月10日号の答えと当選者

２匹とも、新しい飼い主
にかわいがられて、すく
すく育っています。
ありがとう
ござい
ました。
（樋口）



【
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
】

▽
問
診

▽
Ｄ
Ｅ
Ｘ
Ａ
法
（
腕
に
エ
ッ
ク
ス
線

を
あ
て
骨
密
度
を
測
定
し
ま
す
）

今
年
の
４
月
１
日
現
在
で
30
歳
以

上
の
女
性
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

①
国
民
健
康
保
険
加
入
者

②
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

③
国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者
（
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
な
ど
）

対
象
者
に
は
、
８
月
中
旬
に
検
診

の
案
内
ハ
ガ
キ
を
郵
送
し
ま
す
の
で

ハ
ガ
キ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

男性も受けられます

骨粗しょう症検診
今年から男性も、骨粗しょう症検診

が受けられるようになりました。検診
を希望する人は、８月29日
（金）までに電話または窓
口で申し込んでください。
●検診日 10月25日（土）

午前

●
子
宮
が
ん
検
診

子
宮
の
入
り
口

に
で
き
る
「
子
宮
頚
が
ん
」
の
検

診
で
す

●
乳
が
ん
検
診

●
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

【
子
宮
が
ん
検
診
】

▽
問
診

▽
内
診

▽
細
胞
診
（
子
宮
の
入
り
口
を
綿
棒

で
こ
す
り
と
っ
て
調
べ
ま
す
）

【
乳
が
ん
検
診
】

▽
問
診

▽
視
診

▽
触
診

女
性
特
有
の
が
ん
の
中
で
多
い
の
が
乳
が
ん
と
子
宮
が
ん
。
ど
ち
ら

も
早
期
発
見
す
れ
ば
ほ
と
ん
ど
治
る
が
ん
で
す
。
し
か
し
婦
人
科
は
、

自
覚
症
状
が
少
な
い
た
め
、
検
診
を
定
期
的
に
受
け
な
け
れ
ば
把
握
す

る
こ
と
が
難
し
い
病
気
で
す
。
そ
の
た
め
、
30
歳
を
過
ぎ
た
ら
１
年
に

１
回
は
検
診
を
受
け
て
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

国民年金などの公的年金は、必ず訪れる長い老後
の収入確保を約束できる唯一のものです。高齢化社
会に安心を届ける国民年金には、確実に加入してく
ださい。

■■口座振替にすると、納期のたびに金融機関に行
く必要がないので手間が省けて便利です。また、
指定された口座から自動的に払い込まれるので、
納め忘れがありません。
■■全国の金融機関がご利用できます。手続きは、
預貯金通帳・通帳印・納付書を持って、金融機関
に直接申し込んでください。
■■経済的な理由などで、どうしても支払いが難し
い場合は、保険料の免除ができる場合があります。
詳しくは、役場国民年金係でご相談ください。

な
お
、
対
象
者
で
ハ
ガ
キ
が
届
か

な
い
人
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
平
成
14
年
４
月
以
降
、
あ

ら
た
に
国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者

に
な
っ
た
人
は
把
握
が
で
き
ま
せ

ん
。
検
診
を
希
望
す
る
人
は
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
以
外
で
検
診
を
希
望
す
る

人
は
、
定
員
に
余
裕
が
あ
れ
ば
、
受

診
で
き
ま
す
。
８
月
25
日
（
月
）
〜

29
日
（
金
）
の
間
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

い
き
い
き
ほ
ー
る

健
康
推
進
係
1
２
０
２
局
３
２
１

２
番

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す
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健康づくりシリーズ 195

国民年金

問い合わせ●役場国民年金係1201－4321

１
年
に
１
回

婦
人
が
ん
検
診
を

ど
ん
な
検
査
を
す
る
の
？

婦
人
が
ん
健
診
の
対
象
者

婦
人
が
ん
健
診
を
受
け
る
に
は

対
象
で
な
い
人
も

人生の“もしも”や老後の生活を３つの給付で守ります 国民年金保険料は月13,300円です

老後、一定の年

齢に達したとき

支給されます

老齢基礎年金

病気やケガで障

害の状態

になった

ときに

支給さ

れます

障害基礎年金

一家の働き手を

亡くしたとき、

残された

妻と子に

支給さ

れます

遺族基礎年金

婦
人
が
ん
検
診
は
こ
の
三
つ



【団体】①岡垣町②水巻町３芦屋町４遠賀町
【個人】（１位のみ）s50ｍ自由（Ｂ女）河野美咲（Ｃ男）
小田尚也（男18～29歳）河原尚（男30～34歳）荒木健一
s100ｍ自由（Ｄ男）入江一気（Ｄ女）上田多加恵s50
ｍ平泳（男18～29歳）荒川一徳（男30～34歳）荒木健一
s100ｍ平泳（Ｄ女）上田めぐみ（Ｅ男）梅田知明s50
ｍバタ（Ｂ女）宮原菜穂（Ｃ男）馬場尭大s50ｍ背泳
（男18～29歳）山下泉s300ｍリレー頃末水泳少年団
s400ｍリレー（中学女子）水巻南中（中学男子）水巻
南中

【Ａパート女子】①芦屋ジュニア②伊左座スポーツ少年団
【Ｂパート女子】①中間西少女バレーボールクラブ②吉田
ファイトクラブ【Ｃパート男子】①芦屋ジュニアボーイ
ズ②猪熊スポーツ少年団

11 '広報みずまき 2003.8.10

問い合わせ●役場保険医療係1201─4321

Sports●Digest

人にがんばった

国民健康保険加入者または老人医療受給者で住民税非課
税世帯の人が入院する場合、「国民健康保険標準負担額減
額認定証」、「老人医療の限度額適用・標準負担額減額認定
証」を医療機関に提示すれば、入院時の食事負担などが減
額になります。該当する人は、保険医療係に申請してくだ
さい。

「減額認定証」の有効期限は毎年７月31日です。すで
に申請している人で、引き続き減額の対象となる人は、８
月１日以降、再度申請が必要です。
「減額認定証」は、申請月の初日からしか有効ではあり
ませんのでご注意ください。
※国民健康保険加入者と、老人医療受給者では、世帯の判
定が若干異なります。

小学生サンドバレーボールフェスタ
●７月21日●サンド広場●参加者 90人

第44回遠賀郡民体育大会水泳競技大会
●７月13日●町民プール●参加者 300人

住民税非課税世帯の人は
入院時の食事負担などが入院時の食事負担などが

減額になります

減額認定証の有効期限

住宅金融公庫で
は、７月の豪雨に
よる災害で住宅に
被害を受けた人を
対象に、災害復興
住宅の建設資金、
購入資金または補
修資金の融資を実
施します。
また、公庫融資を受けて現在返済中の人に

ついては、住宅金融公庫福岡支店で、返済方
法の変更に関する相談を受け付けています。
●募集期間 平成17年７月21日（木）まで
●適用金利（平成14年７月23日現在）

0.70パーセント
※９月２日以降は1.30パーセントに引き上げ
の予定です。
●問い合わせ 詳しくは、取扱金融機関また
は、住宅金融公庫福岡支店1（０９２）７
２２－５０１１［受付時間（平日）午前９
時～午後５時］

友枝亜耶子さん（緑ヶ丘）が
インターハイ（陸上）出場

延吉弘孝さん（緑ヶ丘）が
全国小学生バドミントン大会に出場

猪熊頃末ジュニアスポーツ少年団が
九州ブロックスポーツ少年団バレー
ボール沖縄
交流大会に
出場

豪雨による災害で
住宅に被害を受けた人へ

猪熊バレーボールスポーツ少年団が
全九州小学生バレーボール鹿児島大会
に出場



▽
町
内
に
居
住
し
、
町
内
に
店

舗
、
工
場
ま
た
は
事
業
所
を

有
し
、
引
き
続
き
同
一
事
業

を
１
年
以
上
営
ん
で
い
る

▽
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数

が
20
人
以
下
で
あ
る

▽
町
税
を
完
納
し
て
い
る

▽
真
に
資
金
の
必
要
性
が
あ
り

融
資
効
果
が
あ
る

▽
福
岡
県
信
用
保
証
協
会
の
保

証
が
得
ら
れ
る

●
融
資
条
件

資
金
使
途
が
運

転
資
金
で
あ
る
こ
と

●
融
資
限
度
額

三
百
万
円

※
申
込
書
は
、
役
場
商
工
振
興

係
・
遠
賀
信
用
金
庫
・
町
商

工
会
に
置
い
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

役
場
商
工
振

興
係

最
近
、
野
焼
き
に
関
す
る
苦

情
が
増
え
て
い
ま
す
。
平
成
13

年
４
月
１
日
か
ら
「
廃
棄
物
の

●
と
こ
ろ

九
電
記
念
体
育
館

（
福
岡
市
中
央
区
薬
院
）

●
問
い
合
わ
せ

県
労
働
政
策

課
1
（
０
９
２
）
６
４
３
局

３
５
９
２
番

大
学
通
信
教
育
を
受
け
よ
う

と
す
る
人
を
対
象
に
、
講
義
内

容
、
学
習
方
法
、
受
講
手
続
き

な
ど
に
つ
い
て
、
通
信
教
育
を

実
施
し
て
い
る
大
学
の
教
職
員

が
直
接
相
談
を
受
け
ま
す

●
と

き

９
月
６
日
（
土
）

正
午
〜
午
後
５
時

●
と
こ
ろ

エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー

ル
（
福
岡
市
天
神
）

●
参
加
校

法
政
大
学
、
日
本

女
子
大
学
、
日
本
大
学
、
玉

川
大
学
ほ
か
全
22
校

●
問
い
合
わ
せ

7
私
立
大
学

通
信
教
育
協
会
1
（
０
３
）

３
８
１
８
局
３
８
７
０
番

●
内

容

▽
水
上
裕
子
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

※
図
書
館
で
入
場
整
理
券
を
配

布
し
て
い
ま
す
。

▽
お
話
会
ス
ペ
シ
ャ
ル

▽
大
人
の
た
め
の
朗
読
会

▽
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル

▽
布
絵
本
・
布
お
も
ち
ゃ
の
作

品
展
示
ほ
か

●
問
い
合
わ
せ

図
書
館

●
融
資
対
象
者

次
の
条
件
を

す
べ
て
を
満
た
す
企
業

処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
」
が
改
正
さ
れ
、「
野
焼
き
」

と
い
わ
れ
て
い
た
野
外
焼
却
を

行
う
こ
と
は
、
法
律
に
よ
り
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

庭
先
や
空
き
地
な
ど
で
の
ゴ

ミ
の
焼
却
は
、
煙
や
悪
臭
な
ど

に
よ
り
生
活
環
境
に
被
害
を
お

よ
ぼ
す
ば
か
り
で
な
く
、
毒
性

の
強
い
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発

生
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
絶
対

に
ゴ
ミ
な
ど
を
燃
や
さ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

役
場
環
境
衛

生
係

●
対

象

大
学
や
短
大
な
ど

を
平
成
16
年
３
月
に
卒
業
す

る
人
ま
た
は
平
成
15
年
３
月

に
卒
業
し
未
就
職
の
人

●
と

き

８
月
20
日
（
水
）

正
午
〜
午
後
４
時
30
分

お
盆
の
期
間
中
は
、
一
切
の

収
集
が
で
き
ま
せ
ん
。
周
辺
住

民
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
の
で
、

ゴ
ミ
は
絶
対
に
出
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。
収
集
日
に
つ
い
て
は
、

必
ず
ゴ
ミ
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
岡
垣
清
掃
セ
ン
タ
ー

へ
の
ゴ
ミ
・
犬
猫
死
体
の
ゴ
ミ

搬
入
に
つ
い
て
も
休
み
と
な
り

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

役
場
環
境
衛

生
係

●
と

き

９
月
６
日
（
土
）、

７
日
（
日
）

●
と
こ
ろ

図
書
館
・
歴
史
資

料
館

水巻町役場
1201-4321
6201-4423

中央公民館1201-0401
6201-0411

南部公民館1202-2472

総合運動公園
uススポポーツツ振振興係係 1201-4000
uテテニススコートト 1201-5757

いきいきほーる
u健健康康推推進係係1202-3212

6202-3621
u社会会福祉祉協協議議会会

1202-3700
6202-3708

子育て支援センター
1203-5772

児童少年相談センター
1203-1555

図書館・歴史資料館
u図図書館 1201-5000

6201-0995
u歴歴史史資資料館館1201-0999

えぶり山荘1202-6230

障害者福祉センター
1201-0794

問い合わせ

12

大
学
通
信
教
育

合
同
入
学
説
明
会

地
元
企
業
に
就
職
の
チ
ャ
ン
ス

大
学
等
合
同
会
社
面
談
会

活
用
し
て
く
だ
さ
い

町
独
自
の
融
資
制
度

野
焼
き
は
法
律
違
反
で
す

開
館
３
周
年
を
記
念
し
た

図
書
館
ま
つ
り

８
月
14
日
と
15
日
は

し
尿
と
ゴ
ミ
を
収
集
し
ま
せ
ん

本年度も町内全世帯を対象に
一般会費のご協力をお願いして
います。皆様からいただいた会
費は、高齢者福祉など民間の福
祉に役立てさせていただきます。
皆様のあたたかいご協力をよろ
しくお願いします。
●会 費 一口150円以上
●期 限 ８月31日（日）まで
※上記一般会費以外に、特別会
費一口（個人1,000円、事業所
5,000円）もあります。

●問い合わせ 社会福祉協議会

社会福祉協議会
からのお願い

みまき文化鑑賞へのおさそい

ミレー３大名画展
ミレーの３大

名画が一堂に会
するのは最初で
最後になるとい
われています。
この機会にミレーに会いに行きませんか。

●と き ９月３日（水）
午前９時 南部公民館集合

●ところ 福岡市美術館
●参加費 1,300円
●定 員 20人
（応募者多数の場合は抽選）
●応募締切 ８月21日（木）
●応募方法 南部公民館、中央公民
館の窓口で申し込んでください。
●問い合わせ 南部公民館
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焼
夷
弾
殻

し
ょ
う
い
だ
ん
か
く
、
鉄
か
ぶ
と
、
投

降
を
呼
び
掛
け
た
ビ
ラ
、
防
空

ず
き
ん
、
千
人
針
、
手
記
な
ど

の
戦
時
資
料
約
千
五
百
点
を
展

示
し
ま
す
。

●
と

き

８
月
12
日
（
火
）

〜
18
日
（
月
）
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
４
時
30
分

●
と
こ
ろ

大
野
城
市
ま
ど
か

ぴ
あ
（
大
野
城
市
曙
町
）

●
入
場
料

無
料

※
太
平
洋
戦
争
前
後
の
戦
争
に

関
す
る
も
の
、
戦
時
下
の
生

活
を
伝
え
る
も
の
な
ど
の
資

料
を
収
集
し
て
い
ま
す
。
お

譲
り
い
た
だ
け
る
資
料
が
あ

▽
小
学
生

１
d
、
２
d

▽
中
学
生

５
d

▽
高
校
生
以
上

５
d
、
10
d

●
参
加
料

一
般
三
千
円
、
高

校
生
以
下
千
円
、
親
子
ペ
ア

三
千
五
百
円

●
申
込
期
限

10
月
１
日
（
水
）

●
問
い
合
わ
せ

福
岡
県
民
さ

わ
や
か
マ
ラ
ソ
ン
選
手
受
付

事
務
局
1
（
０
９
２
）
７
５

２
局
３
２
１
７
番

●
募
集
種
目

一
般
曹
候
補
学

生
・
曹
候
補
士
・
２
等
陸
海

空
士
・
航
空
学
生

●
応
募
締
切

９
月
10
日
（
水
）

●
問
い
合
わ
せ

芦
屋
募
集
事

●
と
こ
ろ

飯
塚
市
体
育
館

（
穂
波
町
）

●
対

象

60
歳
以
上
の
男

性
、
50
歳
以
上
の
女
性

●
申
込
期
限

９
月
５
日
（
金
）

【
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

●
と

き

９
月
28
日
（
日
）

●
と
こ
ろ

犀
川
町
町
民
体
育

館
（
犀
川
町
）

●
対

象

50
歳
以
上
の
人

●
申
込
期
限

８
月
31
日
（
日
）

●
問
い
合
わ
せ

役
場
高
齢
者

福
祉
係

「
エ
イ
ズ
・
知
ろ
う
、
話
そ
う
、

予
防
し
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
エ

イ
ズ
予
防
へ
の
取
り
組
み
や
エ
イ

ズ
患
者
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
へ
の
理

解
と
支
援
を
呼
び
か
け
る
ポ
ス
タ

ー
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
区
分

小
学
生
の
部
、

中
学
生
の
部
、
高
校
生
の
部
、

一
般
の
部

●
作
品
規
格

▽
四
つ
切
ま
た
は
Ｂ
３
判
画
用
紙

▽
画
材
、
縦
横
使
い
、
表
現
方

法
は
自
由

▽
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
作
品
も
応
募
可

●
応
募
締
切

９
月
５
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ

7
エ
イ
ズ
予

防
財
団
1
（
０
３
）
３
５
９

２
局
１
１
８
１
番

●
と

き

11
月
16
日
（
日
）

午
前
10
時
〜

●
と
こ
ろ

海
の
中
道
海
浜
公

園
（
福
岡
市
東
区
）

●
参
加
資
格

小
学
生
以
上

●
種

目

▽
親
子
ペ
ア

１
d
、
２
d

れ
ば
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

県
庁
行
政
経

営
企
画
課
1
（
０
９
２
）
６

２
２
局
０
８
０
４
番

●
と

き

10
月
26
日
（
日
）

●
と
こ
ろ

北
九
州
大
学
（
小

倉
南
区
北
方
）

●
申
込
期
限

８
月
29
日
（
金
）

※
申
込
書
は
遠
賀
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
岡
県
介
護

保
険
課
1
（
０
９
２
）
６
４

３
局
３
３
２
２
番

務
所
1
２
２
３
局
０
９
８
１
番

●
と

き

10
月
26
日
（
日
）

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

●
と
こ
ろ

西
南
学
院
大
学

（
福
岡
市
早
良
区
）

●
申
込
期
限

８
月
29
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ

7
行
政
書
士

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
1
（
０
３
）

５
７
２
５
局
７
４
６
０
番

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
、

な
か
ま
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り

の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
す
。

【
卓

球
】

●
と

き

９
月
14
日
（
日
）
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戦
争
の
こ
と
を
伝
え
た
い

福
岡
県
戦
時
資
料
展

福
岡
県
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ

地
区
大
会
参
加
者
募
集

行
政
書
士
試
験

今まで北九州の病院で行っていた入院治療を必
要とする重症患者の受け入れができる救急病院
が、遠賀郡・中間市の５病院でも開設されました。

24時間体制の救急病院
が開設されました

日曜日の午前９時から午後５時まで休日急病セ
ンターで内科・小児科の診療を行っています。

そのほかに、こんな初期救急医療体制があります

●問い合わせ
いきいきほーる健康推進係1202-3212
遠賀中間医師会1201-3461

休日急病センター制度

日祭日の午後６時から午後10時までその日の
当番医が救急患者の診療を行います。

在宅当番医制度

午後６時から午後10時までに電話すると、そ
の日の当番医に転送され、電話の内容から判断し
次のような対応をします。
u自分で診察する。
u診察ができる医療機関を紹介する。
u救急車の要請を指示する。

電話による問い合わせ制度

介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で

県
民
さ
わ
や
か
マ
ラ
ソ
ン

平
和
を
愛
す
る
人
が
欲
し
い

自
衛
官
募
集

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

健愛記念病院（遠賀町）
電話 293-7090

医療機関

毎月第１月曜日
第５月曜日

開設日

外科・内科
整形外科

中間市立病院（中間市）
電話 245-0981

毎月第２月曜日 外科

町立芦屋中央病院（芦屋町）
電話 222-2931

毎月第３月曜日 外科

岡垣記念病院（岡垣町）
電話 283-3741

毎月第４月曜日 内科

田中整形外科（岡垣町）
電話 283-2000

９月から
毎月第２木曜日

整形外科

診療科目

電話番号はすべて 201-9999



（
春
日
市
）

●
参
加
資
格

身
体
障
害
者

（
中
学
生
以
上
）

●
参
加
費

三
百
円

●
申
込
期
限

９
月
５
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ

福
岡
県
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
1
（
０
９

２
）
５
８
２
局
５
２
２
３
番

九
州
大
学
と
福
岡
県
地
域
福

祉
財
団
は
、「
市
町
村
地
域
福

祉
計
画
の
時
代
へ
」
を
テ
ー
マ

に
公
開
講
座
を
開
き
ま
す
。

●
と

き

９
月
６
日
（
土
）

様
な
サ
ー
ビ
ス
の
発
展
の
可
能

性
と
雇
用
機
会
の
創
出
に
つ
い

て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
と

き

９
月
10
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
〜

●
と
こ
ろ

ア
ク
ロ
ス
福
岡

（
福
岡
市
中
央
区
）

●
講
演
内
容

▽
テ
ー
マ

明
る
い
未
来
を
創

る
生
活
産
業
へ
の
期
待

▽
講

師

島
田
晴
雄
さ
ん

（
慶
応
義
塾
大
学
教
授
）

●
問
い
合
わ
せ

県
庁
新
雇
用
開
発
課
新
生
活

産
業
室
1
（
０
９
２
）
６
４

３
局
３
５
９
１
番

徴
や
相
談
内
容
へ
の
対
処
方
法

に
つ
い
て
の
講
話
が
あ
り
ま
す
。

●
と

き

９
月
19
日
（
金
）

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

●
と
こ
ろ

岡
垣
町
東
部
公
民
館

●
講
演
内
容

▽
テ
ー
マ
「
子
供
か
ら
の
Ｓ
Ｏ

Ｓ
と
向
か
い
合
っ
て
」

▽
講
師

梅
津
和
子
さ
ん
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

ゆ
う
ゆ
う
理
事
長
）

●
定

員

50
人

●
申
込
期
限

９
月
12
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ

役
場
障
害
者

福
祉
係

【
障
害
児
親
子
水
泳
教
室
】

●
と

き

９
月
２
日
（
火
）

〜
10
月
28
日
（
火
）
の
期
間

中
で
６
回
開
催

●
と
こ
ろ

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ

ザ
・
ア
リ
ー
ナ
棟
内
プ
ー
ル

（
春
日
市
）

●
参
加
資
格

３
歳
〜
10
歳
の

障
害
児
と
保
護
者

●
参
加
費

三
百
円

●
申
込
期
限

８
月
22
日
（
金
）

【
水
中
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室
】

●
と

き

９
月
17
日
（
水
）

〜
10
月
22
日
（
水
）
の
期
間

中
で
６
回
開
催

●
と
こ
ろ

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ

ザ
・
ア
リ
ー
ナ
棟
内
プ
ー
ル

〜
11
月
８
日
（
土
）
の
期
間

中
で
８
回
開
催
、
午
後
２
時

〜
４
時

●
と
こ
ろ

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ

ザ
（
春
日
市
）

●
定

員

百
人

●
費

用

千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

●
申
込
期
限

８
月
30
日
（
土
）

●
問
い
合
わ
せ

福
岡
県
地
域

福
祉
財
団
振
興
課
1
（
０
９

２
）
５
８
２
局
２
３
９
６
番

介
護
や
家
事
・
育
児
支
援
な

ど
、
新
た
に
必
要
と
さ
れ
る
多

薬
物
乱
用
の
撲
滅
を
訴
え
る

ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

●
作
品
規
定

▽
Ｂ
３
判
画
用
紙
又
は
ケ
ン
ト
紙

▽
色
彩
は
自
由

▽
作
品
の
裏
側
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。（
学
生
は
学

校
名
、
学
年
、
組
も
明
記
）

●
応
募
締
切

９
月
12
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ

遠
賀
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
1
２
０
１
局

４
１
６
４
番

●
と

き

９
月
18
日
（
木
）、

19
日
（
金
）

●
と
こ
ろ

遠
賀
郡
消
防
本
部

（
遠
賀
町
広
渡
）

●
対
象
者

防
火
管
理
を
必
要

と
す
る
事
業
所
関
係
者
と
業

務
上
防
火
管
理
の
知
識
が
必

要
な
人

●
定

員

50
人
（
先
着
順
）

●
申
込
期
間

８
月
18
日
（
月
）

〜
９
月
12
日
（
金
）

●
費

用

四
千
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）

●
問
い
合
わ
せ

遠
賀
郡
消
防

本
部
予
防
課
1
２
９
３
局
８

１
２
５
番

●
と

き

▽
一
日
入
門
コ
ー
ス

９
月
４
日
（
木
）、
10
月
17

日
（
金
）、
11
月
18
日
（
火
）

▽
基
礎
コ
ー
ス
（
全
４
回
）

10
月
１
日
（
水
）、
10
月
15

日
（
水
）、
10
月
29
日
（
水
）、

11
月
12
日
（
水
）

●
と
こ
ろ

ウ
エ
ル
パ
ー
ク
ヒ

ル
ズ
（
中
間
市
）

●
定

員

各
コ
ー
ス
24
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
岡
県
地
域

介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー

1
２
４
４
局
４
７
４
７
番

思
春
期
の
子
ど
も
た
ち
の
特
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新
生
活
産
業
グ
ラ
ン
ド
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
ま
す

地
域
福
祉
を
考
え
よ
う

九
州
大
学
公
開
講
座

高
齢
化
社
会
を
支
え
る
人
づ
く
り

無
料
介
護
講
座

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

心
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

これまで「用途地域を定めていない区
域」は、建築基準法により容積率400％、
建ぺい率70％が原則となっていましたが、
平成12年の建築基準法の改正により、地
域の現状を踏まえ、容積率は50％～
400％、建ぺい率は30％～70％の範囲内
で、県が定めることになりました。
それに伴い、県では容積率と建ぺい率の見直しを行ってい

ますが、その考え方について、県のホームページに掲載して
県民の皆さんから広くご意見を募集しています。なお、水巻
町の見直し案については、福岡県の素案に基づき、都市計画
審議会や農業委員会で審議を行った結果、容積率200％、建
ぺい率を60％とする案を県に提案しています。これについて
も、ご意見をお寄せください。
●募集期間 ８月18日（月）～９月５日（金）
●募集方法 県のホームページをご覧になるか、もしくは下
記までお問い合わせ下さい。
●ホームページのアクセス方法
①県のホームページを開く（http://www.pref.fukuoka.jp）
②｢県民便利帳｣の｢住まいと交通｣にある｢都市計画・まちづ
くり｣をクリックして開く
③｢白地形態規制について」をクリックして開く
●問い合わせ先
福岡県庁建築指導課建築審査係1（092）643－3722
〒812－8577 福岡市博多区東公園７－７

※自分の住んでいる所が「用途地域を定めていない区域」かど
うかのご質問は、役場都市計画係までお問い合わせ下さい。

用途地域を定めていない区域（白地
区域）の容積率と建ぺい率について
の意見を募集します

薬
物
乱
用
防
止
啓
発

ポ
ス
タ
ー
作
品
募
集

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

水
泳
教
室
参
加
者
募
集

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得

講
習
会
を
行
い
ま
す



県では、水害・水難などの防止を図るため、県内の「雨量」
「河川水位」などをインターネットでお知らせしています。
●ホームページアドレス
u雨量情報 http://www.sabo.pref.fukuoka.jp/
u河川水位情報 http://www.kasen.pref.fukuoka.jp/
●問い合わせ
u雨量情報 県庁砂防課1092-643-3679
u水位情報 県庁河川課1092-643-3668

雨量・水位の防災情報をリアルタイムに提供します 美
吉
野

故
・
池
田

安
正
様

池
田

茂
子
様

高

松

故
・
千
秋

数
利
様

千
秋
美
代
子
様

頃
末
北

故
・
栗
川

雅
子
様

栗
川

正
昭
様

伊
左
座

故
・
藤
本
美
香
子
様

藤
本

惠
弘
様

高

松

故
・
阿
比
留
春
雄
様

阿
比
留
幸
子
様

八
幡
西
区

故
・
幸
野
ト
リ
エ
様

幸
野

恒
明
様

し
、
子
育
て
を
支
援
を
し
ま
す
。

子
育
て
活
動
グ
ル
ー
プ
の
立

ち
上
げ
、
行
事
企
画
、
講
演
会

の
講
師
選
び
、
子
ど
も
の
遊
び

や
食
事
全
般
に
つ
い
て
な
ど
、

何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

北
九
州
教
育

事
務
所
生
涯
学
習
課
1
（
０

９
４
９
）
２
５
局
１
２
０
５
番

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、

準
看
護
師
の
資
格
を
有
し
、
現

在
看
護
の
職
場
を
離
れ
て
い
る

人
を
対
象
に
、
求
人
求
職
情
報

な
ど
の
提
供
を
行
う
移
動
相
談

時
〜
午
後
５
時

●
問
い
合
わ
せ

福
岡
県
立
北

筑
前
養
護
学
校
1
（
０
９
２
）

９
４
３
局
８
６
７
４
番

地
域
の
子
育
て
に
悩
み
を
持

つ
保
護
者
や
グ
ル
ー
プ
、
団
体

な
ど
へ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣

子
ど
も
の
言
語
面
や
行
動
面

に
悩
み
を
持
っ
て
い
る
保
護
者

を
対
象
に
相
談
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
養
育
上
、
気
に
な
る

こ
と
が
あ
る
人
は
遠
慮
な
く
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
対

象

就
学
前
の
乳
幼
児

と
保
護
者
、
関
係
機
関
の
職
員

●
相
談
日

毎
週
水
・
木
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

●
事
前
申
込
（
電
話
受
付
）

月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
９

を
開
催
し
ま
す
。
あ
な
た
の
職

場
復
帰
が
、
こ
れ
か
ら
の
福
祉

社
会
を
支
え
ま
す
。

●
と

き

８
月
21
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
と
こ
ろ

八
幡
西
区
役
所
ま

ち
づ
く
り
推
進
部
（
八
幡
西

区
筒
井
町
）

●
問
い
合
わ
せ

福
岡
県
看
護

協
会
・
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（
０
９
２
）
７
１
４
局
５
２

０
３
番

一
般
寄
付
と
し
て

め
ぐ
み
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
様

濱
田
フ
サ
子
様

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
21

代
表

黒
澤
秀
一
様

香
典
返
し
と
し
て

吉
田
三

故
・
粗
岡

敬
次
様

粗
岡
ハ
ナ
子
様

お
か
の
台

故
・
平
岡
マ
キ
子
様

平
岡

烈
様

み
ず
ほ

故
・
松
下

正
志
様

松
下

敏
子
様

戸
畑
区

故
・
犬
丸

幸
子
様

犬
丸

太
様

猪

熊

故
・
大
貝

信
行
様

大
貝
美
恵
子
様

お
か
の
台

故
・
神
谷

数
敏
様

神
谷
ノ
ブ
子
様

吉
田
三

故
・
楠
本

隆
様

楠
本

澄
子
様
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ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し
ま
す

子
育
て
グ
ル
ー
プ
活
動
支
援
事
業

ナ
ー
ス
バ
ン
ク
に
登
録
で
き
ま
す

看
護
職
員
再
就
業
移
動
相
談

北
筑
前
養
護
学
校
の

早
期
教
育
相
談

７月11日芦屋町役場で第１回合併協議会が開か
れ、今後の日程、予算などが議論されました。
なお、水巻町から選出された協議会委員は次の

９人です［敬称略］
【行 政】田中博幸（町長）、矢野繁敏（助役）
【町議会】美浦喜明、池田稔臣、吉住善明、柴田英人
【学識経験者】豊澤賢行、町川靖、加賀淳子

毎月1回開催されることになった芦屋町･水巻
町･岡垣町･遠賀町合併協議会での協議・審議の
進行状況を広く迅速に伝えるため、協議会での
資料をお見せします。どうぞご利用ください。
●閲覧場所 役場企画係
●閲覧期間 協議会が開催された翌開庁日から
●料 金 閲覧は無料。ただし、複写について
はコピー代として、１枚10円をいただきます。
●郵送による請求 郵送による資料請求もでき
ます。詳しくは役場企画係にご連絡ください。
●問い合わせ 役場企画係1201－4321

芦屋町･水巻町･岡垣町･遠賀町合併協議会の第
２回目が、水巻町で開催されます。
協議会はどなたでも傍聴ができますが、席に限

りがありますので、申込者が多数の場合は、抽選
になります。ご了承ください。
なお、傍聴の受付は、開会の15分前までです。

●と き ８月27日（水）午後２時から
●ところ いきいきほーる
●問い合わせ 芦屋町･水巻町･岡垣町･遠賀町合
併協議会事務局（芦屋町役場内1223－0881）

合併協議会が始動しました

協議会の資料をお見せします

第２回合併協議会が
水巻町で開かれます

芦屋町・水巻町・岡垣町・遠賀町



現
在
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
（
住
基
ネ
ッ
ト
）
の

利
用
に
よ
り
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
な
ど
行
政
手
続
き
の
際
の
住
民
票
の

提
出
が
不
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
８
月
25
日
か
ら
は
、
高
度
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
を
備
え
た

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
採
用
し
て
、
次
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）

は
、
広
域
交
付
や
転
入
転
出
手
続
き
の
と
き

に
本
人
確
認
の
た
め
使
用
し
ま
す
。

写
真
付
の
カ
ー
ド
と
写
真
な
し
の
カ
ー
ド

の
ど
ち
ら
か
を
選
べ
、
顔
写
真
付
の
住
基
カ

ー
ド
は
、
住
基
ネ
ッ
ト
以
外
で
も
、
公
的
な

証
明
書
と
し
て
使
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

こ
の
住
基
カ
ー
ド
は
、
必
ず
作
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
く
、
希
望
者
だ
け

に
作
成
す
る
も
の
で
す
。

交
付
を
希
望
す
る
人
は
、
住
民
課
住
民
係

の
窓
口
で
届
出
用
紙
に
記
入
し
、
免
許
証
な

ど
の
写
真
付
き
証
明
書
と
い
っ
し
ょ
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
発
行
手
数
料
と
し

て
五
百
円
必
要
で
す
。

【
注

意
】

▽
代
理
人
で
は
な
く
、
本
人
が
実
際
に
窓
口

今
ま
で
、
水
巻
町
に
住
ん
で
い
る
人
の
住

民
票
の
写
し
の
交
付
は
、
水
巻
町
で
し
か
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
８
月
25
日
か
ら
、

住
基
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
全
国
の
ど
こ
の
市

区
町
村
で
も
、
住
民
票
の
写
し
が
取
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

【
注

意
】

▽
必
ず
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。
住
基
カ
ー

ド
ま
た
は
、
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト

な
ど
の
公
的
な
証
明
書
（
写
真
付
の
も
の
）

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
戸
籍
の
表
示
（
本
籍
や
筆
頭
者
）
が
載
っ

て
い
る
住
民
票
は
、
他
の
市
区
町
村
で
は

発
行
で
き
ま
せ
ん
。

▽
水
巻
町
の
住
民
票
の
発
行
手
数
料
は
三
百

円
で
す
が
、
他
市
町
村
で
は
違
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
手
続
き
で
は
、
元
の
住
所
地

か
ら
「
転
出
証
明
書
」
を
も
ら
っ
て
、
転
入

地
に
も
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
こ
の
場
合
、
手
続
に
行
く
の
が
転

入
時
の
一
回
で
済
み
ま
す
。

住
基
カ
ー
ド
が
な
い
人
は
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

住
民
票
の
広
域
交
付
や
転
入
手
続
き
の
簡

素
化
の
際
の
情
報
の
送
受
信
は
、
市
区
町
村

間
の
専
用
回
線
を
用
い
ま
す
。
ま
た
、
通
信

を
お
こ
な
う
際
の
デ
ー
タ
は
暗
号
化
し
、
相

手
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
正
当
性
を
確
認
し
て

か
ら
通
信
を
お
こ
な
う
こ
と
で
、
通
信
相
手

の
な
り
す
ま
し
を
防
止
し
ま
す
。

ま
た
、
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ウ
ォ
ー
ル
や
Ｉ
Ｄ
Ｓ

（
侵
入
検
知
装
置
）
を
設
置
す
る
こ
と
で
、

内
外
か
ら
の
不
正
侵
入
を
防
止
し
ま
す
。

に
来
な
け
れ
ば
手
続
き
で
き
ま
せ
ん
。

▽
必
ず
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。
運
転
免
許

証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
公
的
な
証
明
書

（
写
真
付
の
も
の
）
を
持
っ
て
き
て
く
だ

さ
い
。

▽
写
真
つ
き
の
カ
ー
ド
を
作
る
場
合
は
、
役

場
内
で
写
真
撮
影
を
し
ま
す
。（
写
真
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

▽
手
続
き
は
、
申
請
書
を
預
か
っ
て
か
ら
一

人
20
分
程
度
の
時
間
が
か
か
る
予
定
で

す
。
窓
口
が
混
雑
し
て
い
る
場
合
は
、
長

時
間
お
待
た
せ
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

住
基
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
事
前

に
転
出
届
を
郵
便
で
行
い
、
転
入
先
の
市
町

村
に
住
基
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
転
入
届
を
行

う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

全
国
ど
こ
の
市
町
村
で
も
自
分

の
住
民
票
の
写
し
が
取
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
（
広
域
交
付
）

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を

希
望
者
に
交
付
し
ま
す

転
入
転
出
の
手
続
き
が

簡
単
に
な
り
ま
す

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
万
全
で
す

住基カードの見本

写真なしカード

写真付カード

問い合わせ
役 場 住 民 係
1201－4321

８月25日
から
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住
基
ネ
ッ
ト
の

二
次
サ
ー
ビ
ス
が
は
じ
ま
り
ま
す

住
基
ネ
ッ
ト
の

二
次
サ
ー
ビ
ス
が
は
じ
ま
り
ま
す



●
対
象
者

平
成
15
年
９
月
１
日
現

在
に
お
い
て
、
町
内
に
１
か
月
以

上
居
住
し
、
か
つ
、
住
民
基
本
台

帳
ま
た
は
外
国
人
登
録
原
票
に
登

録
さ
れ
た
人
で
、
９
月
15
日
現
在

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
人
で

す
。

▼
72
歳
（
昭
和
５
年
９
月
17
日
〜
昭

和
６
年
９
月
16
日
に
生
ま
れ
た
人
）

▼
77
歳
（
大
正
14
年
９
月
17
日
〜
大

正
15
年
９
月
16
日
に
生
ま
れ
た
人
）

▼
88
歳
（
大
正
３
年
９
月
17
日
〜
大

正
４
年
９
月
16
日
に
生
ま
れ
た
人
）

▼
99
歳
（
明
治
36
年
９
月
17
日
〜
明

治
37
年
９
月
16
日
に
生
ま
れ
た
人
）

●
敬
老
祝
金
の
額

▼
72
歳
＝
５
千

円
▼
77
歳
＝
１
万
円
▼
88
歳
＝
３

万
円
▼
99
歳
＝
50
万
円

●
支
給
の
方
法

９
月
10
日
と
11
日

に
地
区
の
公
民
館
で
支
給
し
ま
す
。

対
象
者
に
は
、「
敬
老
祝
金
支
給

通
知
書
」
を
９
月
１
日
に
郵
送
し

ま
す
の
で
、
指
定
さ
れ
た
日
時
に
、

①
印
鑑
②
支
給
通
知
書
を
持
参
の

上
、
支
給
通
知
書
と
引
き
換
え
に

受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
家
族
な
ど
代
理
人
が
受
け
取
る
場

合
は
、
①
支
給
通
知
書
②
対
象
者

の
印
鑑
③
代
理
人
本
人
を
確
認
で

き
る
身
分
証
明
書
（
保
険
証
な
ど
）

を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

※
指
定
の
日
時
に
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
は
、
９
月
25
日

（
木
）
ま
で
に
、
支
給
通
知
書
と
印

鑑
を
持
っ
て
、
役
場
高
齢
者
福
祉

係
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

問い合わせ
役場高齢者福祉係1201-4321

■
８
月
27
日
に
火
星
が
最
接
近

し
ま
す
。
６
万
年
前
の
記
録
に

並
ぶ
有
史
以
来
の
大
接
近
と
い

わ
れ
、
次
回
の
同
程
度
の
接
近

は
２
８
７
年
後
だ
そ
う
で
す
。

夜
９
時
ご
ろ
に
は
東
の
空
か
ら

昇
り
、
ひ
と
き
わ
赤
く
輝
い
て

い
る
星
が
火
星
で
す
。
そ
う
い

え
ば
、
こ
こ
何
年
も
疲
れ
る
こ

と
ば
か
り
で
、
ゆ
っ
く
り
と
夜

空
を
見
上
げ
る
余
裕
な
ん
て
無

か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

今
年
の
夏
は
、
15
年
前
に
買

っ
た
ほ
こ
り
ま
み
れ
の
望
遠
鏡

で
も
引
っ
張
り
出
し
て
み
よ
う

か
な
。

（
山
田
）

■
以
前
、
編
集
後
記
で
な
か
な

か
捨
て
ら
れ
な
い
フ
ィ
ル
ム
ケ

ー
ス
の
こ
と
を
書
い
た
の
で
す

が
、
覚
え
て
い
ま
す
か
。

実
は
、
そ
の
後
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
「
あ
ま
っ
て
い

る
な
ら
も
ら
え
ま
せ
ん
か
」
と

連
絡
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
何
に

使
う
の
か
な
と
思
っ
て
い
た
ら
、

今
回
の
親
子
で
遊
ぼ
う
で
リ
サ

イ
ク
ル
お
も
ち
ゃ
に
大
変
身
。

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
遊

ん
で
い
る
姿
を
み
て
、
と
て
も

う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。（
舩
津
）

マ
ル

男 女 共 同 参 画 社 会 に む け て

高

齢

者

水
巻
町
で
は
、
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
や
そ
の

家
族
を
支
え
る
た
め
、
介
護
保
険
制
度
に
よ
る
サ

ー
ビ
ス
の
ほ
か
独
自
の
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
高
齢
者
に
対
す
る
い
ろ

い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
や
知
っ
て
て
便
利
な
情

報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

得
情情
報報

ドメスティック・バイオレンス講座5
17

水巻町では、男女共同参画社会を目指し、男女
共同参画プランづくりに取り組んでいます。
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加害者はなぜ暴力を振るうのか・2
＜なぜ暴力を振るうのか＞
平成13年の内閣府「配偶者からの暴力に

関する事例調査」では、加害者にとって
「暴力」は、自らの感情を表現する手段であ
り、かつ、ほかの人を支配する道具でもあ
ることが見えてきました。暴力を振るう要
因として、１つは、加害者が暴力のある環
境や不安定な人間関係の中で育ったこと、
もう１つは、「女性は男性に従うべきだ」と
いう男尊女卑の価値観や「暴力を振るうこ
とは男らしさで、ある程度は許される」と
いう社会通念の影響を受けていたことが挙
げられました。

＜背景にある社会構造＞
暴力の要因は、「暴力を振るうのは特別な

人」「怒らせるようなことをするから」と個
人的に問題があるとみなされがちです。
しかし、配偶者間の暴力においては、女

性が被害者となる場合が圧倒的に多いこと
から、男女の固定的役割分担、経済力の格
差、上下関係など男女が置かれている状況
や、「女性は男性に従うべきである」「結婚
したら妻は夫の所有物」といった女性を対
等なパートナーとしてみない差別の意識が
残っているなど、社会に構造的な問題があ
ると言えます。

敬
老
祝
金
を
支
給
し
ま
す
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集
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発
行
／
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明るく、元気で、健康に育ってね。
たん生日おめでとうQ

粟
村
あ
わ
む
ら

竜
斗
り
ゅ
う
と

ち
ゃ
ん

14
年
８
月
23
日
生
ま
れ

（
吉
田
三
）

大きくって、元気な蓮Q
心も大きく育ってねY

本
川
ほ
ん
か
わ

蓮れ
ん

ち
ゃ
ん

14
年
８
月
15
日
生
ま
れ

（
古
賀
団
地
）

Qお誕生日おめでとうQ
翔大はパパとママの宝物だよZ

林は
や
し

翔
大
し
ょ
う
た

ち
ゃ
ん

14
年
８
月
25
日
生
ま
れ

（
吉
田
三
）

いつも無邪気でかわいい祥ちゃん
元気に育ってね。父・母・祐兄より

皇
浦
こ
う
う
ら

祥
真
し
ょ
う
ま

ち
ゃ
ん

14
年
８
月
９
日
生
ま
れ

（
お
か
の
台
）

笑顔がお母さんそっくりの優希乃に
お父さんはメ～ロ～メ～ロ～だ～Q

庄
島

し
ょ
う
じ
ま

優
希
乃

ゆ

き

の

ち
ゃ
ん

14
年
８
月
10
日
生
ま
れ

（
吉
田
三
）

いつも笑顔の将矢くん。これからも
元気にすくすく育ってねZ

山や
ま

塚づ
か

将
矢
し
ょ
う
や

ち
ゃ
ん

14
年
８
月
７
日
生
ま
れ

（
頃
末
北
）

あーちゃんの笑顔はみんなの宝物
優しい女の子に育ってね

砂
田
す
な
だ

亜
梨
寿

あ

り

す

ち
ゃ
ん

14
年
８
月
26
日
生
ま
れ

（
お
か
の
台
）

かわいくな～れQかわいくな～れQ
パパのおまじないは効いてる？

宮
内
み
や
う
ち

千
華
ち

か

ち
ゃ
ん

14
年
８
月
30
日
生
ま
れ

（
古
賀
団
地
）

夢
は
、
自
分
の
お
店
を
持
つ
こ
と
。

ど
こ
で
も
通
用
す
る
美
容
師
を
目
指
し
て
ま
す
。

町内で頑張って
いる若い人を紹

介するコーナー
です

101

●この仕事についたきっかけを教えてください。
子どものころ、髪を切るといえば床屋だったんですけど、

中学のころから、美容院に行き始めて。そのころから人の髪
を触るのが好きになって、美容師という仕事を意識し始めま
した。

●この仕事で苦労することや心がけていることは。
接客業なのでお客さんには気を使っています。幅広い年齢

層のお客さんがくるので、それぞれの年代にあわせた会話が
難しいですね。

●この仕事で楽しいことは。
いろんなお客さんに接することができるし、やりがいもあ

って美容師の仕事はとても楽しいです。

●仕事をしていくうえで目標などありますか。
どこでも通用する美容師になりたいですね。いずれは自分

のお店を持ちたいです。

●休日はどのように過ごしていますか。
友達と遊んだり、ごはんを食べに行ったり。あと、趣味の

釣りにも出かけています。

●町民の人に一言
キッズルームもあるので子どもづれのお客さんも安心して

きていただけると思います。ぜひ、来てください。

頑張ってますY

昭和57年３月７日生まれ、21歳
うお座・Ｂ型
サロン・ド・フレーズ

川添 郷さん（八幡西区）
プロフィール

かわぞえ ごう

１
歳
の
お
誕
生
日
の

前
月
20
日
ま
で
に
広

報
広
聴
係
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。




